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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第48期

中間連結会計期間
第49期

中間連結会計期間
第48期

会計期間
自 2024年４月１日

至 2024年９月30日

自 2025年４月１日

至 2025年９月30日

自 2024年４月１日

至 2025年３月31日

売上高 （千円） 16,011,816 17,204,207 33,960,587

経常利益 （千円） 1,353,286 1,391,960 3,134,403

親会社株主に帰属する
中間(当期)純利益

（千円） 771,341 826,447 2,104,607

中間包括利益又は包括利益 （千円） 949,894 862,460 2,220,073

純資産額 （千円） 23,813,645 25,164,073 25,083,700

総資産額 （千円） 28,679,166 30,322,561 30,731,799

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 91.52 97.97 249.63

潜在株式調整後１株当たり
中間（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 82.9 82.8 81.4

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 1,224,011 419,002 3,126,304

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △57,107 △3,058,394 △325,346

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △695,125 △803,158 △716,324

現金及び現金同等物の
中間期末（期末）残高

（千円） 14,151,838 12,217,701 15,721,086
 

(注)　１　当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 
２ 【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が行う事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者

の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(１) 財政状態及び経営成績の状況

当中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月30日）におけるわが国経済は、個人所得や雇用環境の改

善、インバウンド需要の増加により、景気は緩やかな回復基調が続いている一方、長く続く物価高による消費マ

インドの停滞、不安定な国際情勢による資源価格および原材料価格の高騰など、依然として景気の先行きは不透

明な状況が続いております。

当社グループの主要顧客であります流通小売業界におきましては、物価高騰に起因した商品価格の上昇に伴う

個人消費マインド低迷の影響を受けるとともに、人件費や光熱費、物流費などの店舗運営コストの増加、業種・

業態を超えた価格競争の激化といった経営課題も継続し、業界を取り巻く環境は引き続き厳しさを増しておりま

す。

 
このような状況のもと、当社グループは「チェーンストアの発展と豊かな社会の実現に貢献する」という企業

理念に基づき、株主をはじめとするステークホルダーの皆さま、そして社会にとってより魅力的な企業であり続

けるために、「サービスプロバイダーからソリューションプロバイダーへ」「メーカーと小売業と消費者をつな

ぐ唯一無二の存在へ」を実現し社会的価値を向上すべく、中期経営計画「vision50」（2025年３月期（第48期）

から2029年３月期（第52期）まで）を策定し、これらを実現するために事業活動に取り組んでまいりました。

 
これらの結果、当中間連結会計期間の業績は、売上高17,204百万円（前年同期比7.4％増）、営業利益1,334百

万円（前年同期比3.2％増）、経常利益1,391百万円（前年同期比2.9％増）、親会社株主に帰属する中間純利益

826百万円（前年同期比7.1％増）となりました。

 
セグメントごとの業績は、以下のとおりであります。

 
　Ⅰ リテイルサポート事業

売上高は、国内棚卸サービス、集中補充サービスおよびマーチャンダイジングサービスにおいて、主要顧客か

らの受注店舗数の増加、また2025年９月１日に実行したパーソルマーケティング株式会社の事業譲受に伴う顧客

承継により増加しました。

営業利益は、株式会社エイジス本社ビルの売却に伴う早期償却やデジタル投資などの一般管理費の増加による

利益減少要因はありましたが、集中補充サービスおよびマーチャンダイジングサービスの生産性向上により増益

となりました。

売上高は12,955百万円（前年同期比8.0％増）、セグメント利益は1,340百万円（前年同期比7.1％増）となりま

した。

 
　Ⅱ マーケティング事業

売上高は、リアルマーケティングソリューションサービスの新規受注、主要顧客からの受注増加などにより増

収となりました。

営業利益は、成長セグメントとして本事業に対する積極的な人材交流や人員の増強を推進したことにより人件

費ならびに販売費及び一般管理費が増加し減益となりました。

売上高は2,843百万円（前年同期比11.2％増）、セグメント損失は３百万円（前年同期は27百万円のセグメント

利益計上）となりました。

 
　Ⅲ 国際事業
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売上高は、東アジア地区における主要顧客の業績不振による取引縮小などにより減少しました。

営業利益は、アセアン地区での実施条件の見直しなどによる利益増加要因はありましたが、東アジア地区での

実施店舗数減少の影響や、人件費および事業活動に伴う移動経費の増加などにより減益となりました。

売上高は1,405百万円（前年同期比3.7％減）、セグメント損失は11百万円（前年同期は８百万円のセグメント

利益計上）となりました。

 
 　 財政状態は、以下のとおりであります。

 
（資産）

　当中間連結会計期間末における資産合計は30,322百万円（前連結会計年度比1.3％減）となりました。これは主に、

事業譲受によるのれんの増加や、次世代基幹システムに係るソフトウエアなどを含む無形固定資産のその他が増加した

ものの、事業譲受に係る対価の支払い等により現金及び預金が減少したことによるものであります。

（負債）

　当中間連結会計期間末における負債合計は5,158百万円（前連結会計年度比8.7％減）となりました。これは主に、未

払金等が増加したものの、未払法人税等および流動負債のその他に含む未払消費税等が減少したことによるものであり

ます。

（純資産）

 　当中間連結会計期間末における純資産合計は25,164百万円（前連結会計年度比0.3％増）となりました。これは主

に、為替換算調整勘定が減少したものの、その他有価証券評価差額金が増加したことによるものであります。

 
（２） キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、12,217百万円（前年同期比1,934百

万円減）となりました。

 

①営業活動によるキャッシュ・フロー

　当中間連結会計期間において営業活動の結果、獲得した資金は419百万円（前年同期比65.8％減）でありま

す。これは主に、収入要因として税金等調整前中間純利益1,315百万円、支出要因として法人税等の支払額637

百万円、売上債権の増加額379百万円等によるものであります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

　当中間連結会計期間において投資活動の結果、使用した資金は3,058百万円（前年同期は57百万円の使用）で

あります。これは主に、事業譲受による支出2,198百万円および次世代基幹システムに係る無形固定資産の取得

による支出744百万円によるものであります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

　当中間連結会計期間において財務活動の結果、使用した資金は803百万円（前年同期比15.5％増）でありま

す。これは主に、配当金の支払額801百万円によるものであります。

 
（３）　優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

 

（４）　研究開発活動

        該当事項はありません。
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３ 【重要な契約等】

当社は、2025年３月31日開催の取締役会において、パーソルマーケティング株式会社(以下「PMK社」といいます。)

の棚卸事業、リテール事業、軽作業およびそれらに付随する事業を譲り受けることを決議し、同日付でPMK社との間で

事業譲渡契約を締結し、当契約に基づき2025年９月１日付で当該事業を譲り受けております。

なお、本事業譲受に際して当該事業は、PMK社より当社ならびに当社の連結子会社であるエイジスマーチャンダイジ

ングサービス株式会社および株式会社mitorizに承継されております。

詳細は、「第４ 経理の状況 １中間連結財務諸表 注記事項（企業結合等関係）」に記載のとおりであります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,000,000

計 28,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2025年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2025年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,771,200 10,771,200
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は100株であり
ます。

計 10,771,200 10,771,200 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　　該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2025年４月１日～2025年９月30日 － 10,771,200 － 475,000 － 489,480
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(5) 【大株主の状況】

  2025年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社斉藤ホールディングス 千葉市花見川区畑町597 1,883 22.31

齋藤　昭生 千葉市美浜区 1,015 12.04

株式会社ＵＨ Ｐａｒｔｎｅｒｓ ３ 豊島区南池袋２丁目９番９号 616 7.30

光通信ＫＫ投資事業有限責任組合 豊島区西池袋１丁目４番10号 519 6.16

斉藤　茂男 千葉市花見川区 407 4.83

株式会社ＵＨ Ｐａｒｔｎｅｒｓ ２ 豊島区南池袋２丁目９番９号 392 4.64

小林　美保子 群馬県高崎市 383 4.54

齋藤　泰範 千葉県市川市 255 3.03

ＵＨ Ｐａｒｔｎｅｒｓ ２投資事業有限
責任組合

豊島区南池袋２丁目９番９号 240 2.85

BNYM AS AGT/CLTS NON TREATY JASDEC
（常任代理人）株式会社三菱ＵＦＪ銀行

240 GREENWICH STREET,NEW YORK,NEW
YORK 10286 U.S.A
（千代田区丸の内１丁目４番５号)

191 2.27

計 ― 5,905 69.97
 

 (注)上記のほか当社所有の自己株式2,331千株があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2025年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等）  ― ― ―

議決権制限株式（その他）  ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） （自己保有株式）  ― ―

 普通株式 2,331,000   

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,415,400 84,154 ―

単元未満株式 普通株式 24,800 ― ―

発行済株式総数  10,771,200 ― ―

総株主の議決権  ― 84,154 ―
 

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が400株（議決権４個）

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式が91株、証券保管振替機構名義の株式が40株含

まれております。

 

② 【自己株式等】

  2025年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
 株式会社エイジス

千葉市花見川区幕張町四
丁目544番４

2,331,000 ― 2,331,000 21.64

計 ― 2,331,000 ― 2,331,000 21.64
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月30

日まで）に係る中間連結財務諸表について、三優監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 15,972,506 12,527,650

  受取手形、売掛金及び契約資産 5,102,669 5,433,543

  有価証券 299,764 299,519

  貯蔵品 33,956 32,256

  その他 383,442 465,458

  流動資産合計 21,792,339 18,758,428

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 1,276,014 1,276,014

   その他（純額） 505,228 463,549

   有形固定資産合計 1,781,243 1,739,564

  無形固定資産   

   のれん 1,433,012 2,763,255

   顧客関連資産 482,496 445,381

   その他 1,470,052 2,104,616

   無形固定資産合計 3,385,561 5,313,253

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,284,278 3,343,357

   その他 492,376 1,171,957

   貸倒引当金 △4,000 △4,000

   投資その他の資産合計 3,772,654 4,511,314

  固定資産合計 8,939,459 11,564,132

 資産合計 30,731,799 30,322,561

負債の部   

 流動負債   

  短期借入金 170,301 166,492

  未払金 2,895,128 2,982,010

  未払法人税等 692,175 552,341

  賞与引当金 546,576 543,689

  役員賞与引当金 6,024 2,607

  事務所退去費用引当金 - 26,666

  その他 1,151,245 715,870

  流動負債合計 5,461,451 4,989,679

 固定負債   

  退職給付に係る負債 8,607 9,629

  その他 178,040 159,178

  固定負債合計 186,647 168,808

 負債合計 5,648,099 5,158,488
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 475,000 475,000

  資本剰余金 479,301 485,121

  利益剰余金 27,415,611 27,440,850

  自己株式 △3,697,227 △3,687,225

  株主資本合計 24,672,685 24,713,746

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 123,446 234,147

  為替換算調整勘定 233,629 157,551

  その他の包括利益累計額合計 357,075 391,698

 非支配株主持分 53,939 58,627

 純資産合計 25,083,700 25,164,073

負債純資産合計 30,731,799 30,322,561
 

 

EDINET提出書類

株式会社エイジス(E04975)

半期報告書

11/21



(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

売上高 16,011,816 17,204,207

売上原価 11,964,371 12,952,511

売上総利益 4,047,445 4,251,696

販売費及び一般管理費 ※  2,754,650 ※  2,917,250

営業利益 1,292,794 1,334,446

営業外収益   

 受取利息 33,145 40,206

 受取配当金 4,428 5,763

 受取賃貸料 13,114 13,383

 業務受託料 8,952 8,667

 為替差益 8,754 -

 その他 14,814 16,089

 営業外収益合計 83,209 84,110

営業外費用   

 支払利息 2,173 2,316

 為替差損 - 6,943

 貸倒引当金繰入額 4,000 -

 賃貸費用 6,020 5,678

 業務受託費用 8,504 8,234

 その他 2,019 3,424

 営業外費用合計 22,717 26,596

経常利益 1,353,286 1,391,960

特別利益   

 固定資産売却益 - 1,155

 投資有価証券売却益 - 5

 特別利益合計 - 1,161

特別損失   

 固定資産売却損 - 5

 減損損失 - 35,767

 固定資産除却損 3,073 10,503

 事務所退去費用引当金繰入額 - 31,700

 特別損失合計 3,073 77,976

税金等調整前中間純利益 1,350,213 1,315,145

法人税等 576,366 487,304

中間純利益 773,846 827,841

非支配株主に帰属する中間純利益 2,505 1,393

親会社株主に帰属する中間純利益 771,341 826,447
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

中間純利益 773,846 827,841

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 12,344 110,701

 為替換算調整勘定 163,702 △76,081

 その他の包括利益合計 176,047 34,619

中間包括利益 949,894 862,460

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 947,389 861,070

 非支配株主に係る中間包括利益 2,505 1,390
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 1,350,213 1,315,145

 減価償却費 115,596 206,740

 減損損失 - 35,767

 のれん償却額 120,703 141,380

 顧客関連資産償却費 37,115 37,115

 賞与引当金の増減額（△は減少） 44,542 2,095

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △2,835 △3,504

 事務所退去費用引当金の増減額(△は減少) - 26,666

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 498 1,317

 受取利息及び受取配当金 △37,574 △45,970

 支払利息 2,173 2,316

 固定資産除却損 3,073 10,503

 売上債権の増減額（△は増加） 445,250 △379,802

 未払金の増減額（△は減少） △318,999 145,532

 未払消費税等の増減額（△は減少） △90,466 △359,361

 その他 △286,410 △126,829

 小計 1,382,879 1,009,111

 利息及び配当金の受取額 47,831 49,345

 利息の支払額 △1,343 △2,244

 法人税等の支払額 △205,356 △637,210

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,224,011 419,002

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券の償還による収入 100,000 100,000

 定期預金の預入による支出 △5,628 △58,352

 定期預金の払戻による収入 283,144 -

 有形固定資産の取得による支出 △167,581 △150,433

 有形固定資産の売却による収入 5,980 2,265

 無形固定資産の取得による支出 △368,590 △744,046

 投資有価証券の売却による収入 - 1,186

 投資有価証券の償還による収入 100,000 -

 差入保証金の差入による支出 △10,192 △23,509

 差入保証金の回収による収入 9,770 14,021

 事業譲受による支出 - △2,198,471

 その他 △4,010 △1,053

 投資活動によるキャッシュ・フロー △57,107 △3,058,394

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 21,074 △1,851

 自己株式の取得による支出 - △99

 配当金の支払額 △716,200 △801,207

 財務活動によるキャッシュ・フロー △695,125 △803,158

現金及び現金同等物に係る換算差額 126,844 △60,835

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 598,622 △3,503,385

現金及び現金同等物の期首残高 13,553,216 15,721,086

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  14,151,838 ※  12,217,701
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【注記事項】

(中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　(税金費用の計算)

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

　後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実

　効税率を使用する方法によっております。

 
(中間連結損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
 至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
 至 2025年９月30日)

給料手当 912,755千円 932,219千円

賞与引当金繰入額 232,022千円 237,144千円

退職給付費用 48,210千円 49,015千円

役員賞与引当金繰入額 4,462千円 2,550千円
 

 

(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりで

あります。

 

 
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
 至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
 至 2025年９月30日)

現金及び預金勘定 14,354,290千円 12,527,650千円

預入期間３か月超の定期預金 △202,452千円 △309,949千円

現金及び現金同等物 14,151,838千円 12,217,701千円
 

 

(株主資本等関係)

前中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月25日
定時株主総会

普通株式 716,200 85.0 2024年３月31日 2024年６月26日 利益剰余金
 

２ 基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるも

の

　　該当事項はありません。

３ 株主資本の著しい変動

　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 
当中間連結会計期間（自 2025年４月１日 至 2025年９月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月24日
定時株主総会

普通株式 801,207 95.0 2025年３月31日 2025年６月25日 利益剰余金
 

２ 基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるも

の

　　該当事項はありません。

３ 株主資本の著しい変動

　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

 【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

　１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　（単位：千円）

 リテイルサポート事業 マーケティング事業 国際事業 合計

売上高     

  外部顧客への売上高 11,994,899 2,558,195 1,458,721 16,011,816

  セグメント間の内部売上高又
は振替高

43,557 3,150 － 46,707

計 12,038,456 2,561,345 1,458,721 16,058,523

セグメント利益 1,252,117 27,296 8,935 1,288,348
 

 
 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　　（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 1,288,348

セグメント間取引消去 4,445

中間連結損益計算書の営業利益 1,292,794
 

 
 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自 2025年４月１日 至 2025年９月30日）　

　１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　（単位：千円）

 リテイルサポート事業 マーケティング事業 国際事業 合計

売上高     

  外部顧客への売上高 12,955,567 2,843,588 1,405,052 17,204,207

  セグメント間の内部売上高又
は振替高

47,572 690 － 48,262

計 13,003,140 2,844,278 1,405,052 17,252,470

セグメント利益又は損失(△) 1,340,820 △3,023 △11,144 1,326,653
 

 
 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容
（差異調整に関する事項）

　　（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 1,326,653

セグメント間取引消去 7,793

中間連結損益計算書の営業利益 1,334,446
 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（のれんの金額の重要な変動）

「リテイルサポート事業」および「マーケティング事業」において、パーソルマーケティング株式会社からの事業
譲受により、のれんの金額が増加しております。当該事象によるのれんの増加額は、当中間連結会計期間において、
「リテイルサポート事業」においては1,472,034千円、「マーケティング事業」においては35,767千円であります。

なお、「マーケティング事業」におけるのれんの金額は、回収可能性を検討した結果、当中間連結会計期間におい

て減損損失として計上しております。
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(企業結合等関係）

(事業の譲受)

当社は、2025年３月31日開催の取締役会において、パーソルマーケティング株式会社(以下「PMK社」といいます。)

の棚卸事業、リテール事業、軽作業およびそれらに付随する事業を譲り受けることを決議し、同日付でPMK社との間で

事業譲渡契約を締結し、当契約に基づき2025年９月１日付で当該事業を譲り受けております。

なお、本事業譲受に際して当該事業は、PMK社より当社ならびに当社の連結子会社であるエイジスマーチャンダイジ

ングサービス株式会社および株式会社mitorizに承継されております。

 
１．事業譲受の概要

（１）事業譲受の概要

相手先企業の名称　　：パーソルマーケティング株式会社

譲り受けた事業の内容：棚卸事業、リテール事業、軽作業およびそれらに付随する事業

（２）事業譲受の目的

当社グループは「チェーンストアの発展と豊かな社会の実現に貢献する」という企業理念に基づき、リテイル

サポート事業およびマーケティング事業ならびに国際事業を行っております。

PMK社が運営する棚卸事業、リテール事業、軽作業事業およびそれらに付随する事業を譲り受けることによ

り、当社グループにおけるリテイルサポート事業の拡大を企図し、本事業を譲受することといたしました。

（３）事業譲受日　　2025年９月１日

（４）事業開始日　　2025年９月１日

（５）事業譲受の法的形式　　現金を対価とする事業譲受

 
２．中間連結会計期間に係る中間連結損益計算書に含まれる取得した事業の業績の期間

2025年９月１日から2025年９月30日まで

 
３．取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価　　現金　　　 2,198,471千円

取得原価　　　　　　　　 2,198,471千円
 

 
４．主要な取得関連費用の内容

デューデリジェンス費用等　　14,595千円

 
５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（１）発生したのれんの金額　　1,507,801千円

なお、のれんの金額は、当中間連結会計期間末において企業結合日における識別可能な資産および負債の特定

ならびに時価の算定が未了であり、取得原価の配分が完了していないため、その時点で入手可能な合理的情報に

基づき暫定的な会計処理を行っております。

（２）発生原因　　主に、今後の事業展開から期待される将来の超過収益力によるものであります。

（３）償却方法及び償却期間　　５年間にわたる均等償却を行っております。

 
６．事業譲受日に受け入れた資産及びその主な内訳

固定資産　41,858千円

資産合計　41,858千円

 
７．事業譲受が事業年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当中間連結会計期間の損益計算書に及ぼす

影響の概算額及びその算定方法

当中間連結会計期間における概算額の算定が困難であるため、記載しておりません。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
  前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
リテイルサポート事業 マーケティング事業 国際事業

 一時点で移転されるサービス 11,994,899 626,009 1,458,721 14,079,631

 一定の期間にわたり移転され
るサービス

－ 1,932,185 － 1,932,185

顧客との契約から生じる収益 11,994,899 2,558,195 1,458,721 16,011,816

　外部顧客への売上高 11,994,899 2,558,195 1,458,721 16,011,816
 

 
  当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
リテイルサポート事業 マーケティング事業 国際事業

 一時点で移転されるサービス 12,955,567 609,992 1,405,052 14,970,612

 一定の期間にわたり移転され
るサービス

－ 2,233,595 － 2,233,595

顧客との契約から生じる収益 12,955,567 2,843,588 1,405,052 17,204,207

　外部顧客への売上高 12,955,567 2,843,588 1,405,052 17,204,207
 

 
(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
 至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
 至 2025年９月30日)

１株当たり中間純利益 91.52円 97.97円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益(千円) 771,341 826,447

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
中間純利益(千円)

771,341 826,447

普通株式の期中平均株式数(株) 8,428,153 8,435,554
   
 

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。  

             

２ 【その他】

　　 該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社エイジス(E04975)

半期報告書

18/21



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2025年11月10日

株式会社エイジス

取締役会  御中

　

三優監査法人

　東京事務所
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 鳥井　仁  

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 古屋　大造  

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エイ

ジスの2025年４月１日から2026年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算

書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる企業会計の基準に準拠して、株式会社エイジス及び連結子会社の2025年９月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行っ

た。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監

査に適用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫

理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成

し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正

に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関す

る事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レ

ビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性

が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に
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公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないか

どうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書に

おいて中間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ

り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠

していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の

表示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせ

る事項が認められないかどうかを評価する。

・ 中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独

で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じ

ている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容につい

て報告を行う。

 
利害関係

　 会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

　
 

（注）１．上記は期中レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書

提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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